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1.はじめに 

 山陽新幹線では、環境対策、レール延命策等を目的に、32 頭式・48 頭式レール削正車 2編成を用いて、年間約

600 ㎞のレール削正を行っている。昨年度、従来使用してきたレール削正車の老朽化に伴い、48 頭式レール削正

車を新たに導入した。これに際して、より最適なレール削正結果を得ることを目的として、高精度のレール断面

測定装置(以下、断面測定装置とする。)を導入し、現状レールの断面形状及びレール削正車の削正性能を検証し

た。 

 

2.検証方法 

(1)現状のレール断面形状 

 断面測定装置を用いて、現状のレール断面形状を測定し、この

結果から三角関数等を用いて断面半径を算出する。この断面測定

装置は、約0.6mm間隔でレール断面の座標を求めることができる。 

(2)レール削正車の性能確認 

 レール削正で削り取られる面積(以下、削正面積)は、同じ削正圧力（電

流値※1）であれば、一定(文献 1)と考えた(図 1)。そこで、削正前後の断

面測定結果から、砥石接触位置の削正前断面半径及び削正深さを求め、断

面半径と削正深さの関係を同じ削正圧力（電流値）毎に算出する。 

 

3.検証結果 

(1)現状のレール断面形状 

表 1 に示す数の断面測定を行った。この測定より以下のことが

分かった。 

① 経年 25 年以上のレールでは、車輪との接触中心は、およそレ

ール中心からフィールドコーナー（以下、FC）側へ約 8㎜の所

であり(図 2)、その接触位置から、ゲージコーナー（以下、GC）

側へは新レール断面よりも急な断面半径で GC 側に至っている。

接触位置から FC 側へは、緩やかな断面半径もしくは、直線に

近い状態で、FC 側に至っている(図 2,図 3)。この傾向は、曲

線、直線ともに同じであった。 

② ①のレール断面形状に対して車輪断面形状を重ね、左右に移動

させると、①の接触位置付近しか接触しない(図 4)。車輪接触

位置でのレール表面の照り面(以下、レール照り面とする。)

は、①の接触位置付近に幅 15mm 程度となっている(図 5)。 

③ 経年 3年までのレールは、概ね新レール断面と同じあった。レ
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図 1 削正面積一定の関係  
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図 3 古レールの断面半径 
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図 2 古レール断面形状 

表 1 断面測定サンプル数 

直 線 7 ,0 0 0 1 0 ,0 0 0

3 0 年 1 5 7 8
2 5 年 4
3 年 6
1 年 1 0 6 4

計 3 5 1 3 1 2
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ール照り面は、レール頭頂部全体に広がっており、車輪と頭頂

面全体で接触していると考えられる。 

(2)レール削正車の性能 

当社管内 12 箇所で削正前後のレール断面測定を行った。この測

定より、以下のことが分かった。 

① 削正前断面半径が大きい場合は、削正深さが浅く、小さい場合

は、深くなる関係が確認できた。この関係を近似すると、以下

の関数になることが確認できた(図 6)。 

 
5935.011.1 −⋅= rd   (R2=0.6361) 

d:削正深さ  ｒ:削正前砥石接触位置断面半径 

② 削正圧力の電流値が 15A と 18A について検証を行ったが、ほと

んど違いはなかった。 

 

4.考察 

(1)現状レールの断面形状 

 経年 25 年以上のレール断面形状(以下、古レール断面形状)は、

車輪とレールの接触による摩耗の影響よりも、長年にわたりレー

ル削正車が削正してきた影響の方が大きいと考えられる。以下に

その理由を示す。 

① 車輪との接触位置から GC 側の部分は、断面半径が新レール断

面形状よりも小さく、車輪断面を重ねてもこの部分に接触しな

い。 

② 経年 3 年までの新レール断面形状に近いレールのレール照り

面は、レール頭頂面全体に広がっているが、古レールのレール

照り面は、車輪接触位置付近の幅 15mm 程度となっている。 

③ 曲線(内軌レール、外軌レール)、直線ともに、概ね同じレール

断面形状となっている。異なる点は、側摩耗の有無だけである。 

(2)レール削正車の性能 

 当初、削正圧力が異なれば、断面半径と削正深さの関係も異な

ると想定していたが、ほとんど違いのない結果となった。これは、18A の砥石は、車輪接触位置付近のレール頭頂

面での表層部の硬化している部分の削正を行っており、想定よりも削正深さが浅くなったためと考えられる。 

 

5.おわりに 

 今後、①新レール断面形状と古レール断面形状が分かれる経年の検証、②レール硬度を考慮した削正圧力(電流

値)と削正深さの関係を検証し、その結果と今回の結果を用いて、最終的には、削正目的に合わせた最適な削正パ

ターン(削正砥石角度、削正パス数)を構築したいと考えている。 

 

※1.削正圧力は、削正モーターの電流値で制御している。 
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図 6 削正前の断面半径と削正量の関係 
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図 4 古レールと車輪の位置関係

図 5 古レールのレール照り面 
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